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	のぞいてみよう！
	∞INFINITY∞
	みんなが来てよかったと思える居場所
	∞INFINITY∞は、コロナ禍をきっかけに「今できることは何か」を考え、やってみたいとの思いがあった「こども食堂」をお弁当配布という形でスタートしました。利用者もボランティアも「来てよかった」と感じられる、地域のあたたかな居場所づくりに取り組んでいます。
	∞INFINITY∞のモットー 「子どもの可能性も無限大・ ママの可能性も無限大」
	∞KODOMO食堂∞の活動を紹介
	活動は、月に２回、東広島市社会福祉協議会でお弁当配布形式の「∞KODOMO食堂∞」を開催しています。長期休みには、子どもたちがその場で一緒に食べる会食形式でのこども食堂も実施しています。 お弁当を配布する前には、小学校帰りの子どもたちが立ち寄り、ボードゲームなどをしながら自由に過ごせる時間も設けられています。 また、子どもだけでなく、お弁当受け取りのタイミングで顔見知りの保護者や地域の方も知り合いとなり、この場をきっかけにゆるやかなつながりが生まれているのも特徴です。


	活動の中で大切にしていること
	活動をしていく中で大切にしていることは、「無理をしないこと」と「関わる人を大切にすること」です。 仕事をしながらの活動だからこそ、長く続けていくために無理をしないことを意識しています。提供するお弁当も40食程度にするなど、無理をせず活動を実施しています。 活動には、支えるボランティアの存在も欠かせません。「来てくれる人を大切にしたい」という思いから、参加した方一人ひとりが「来てよかった」と感じられるような場づくりを心がけています。 学校に行くことが難しい中高生もボランティアとして活動に参加しており、その関わりの中では「斜めの関係」を大切にしています。親や先生とは違う距離感だからこそ生まれる安心感の中で、子どもたちは少しずつ自分らしさを出せるようになっていきました。 一人で食事をしていた子が、次第にみんなと一緒に食べられるようになったり、自分から考えて動けるようになったりと、そんな小さな変化の積み重ねが、心地よい居場所をつくり上げています。

	伝えたいこと。これからの展望

	今後は、小学校の調理室を活用した「朝のこども食堂」にも取り組んでいきたいと考えています。子どもたちが日常の中で気軽に立ち寄れる場所にしていくためにも、地域の方の協力はかかせません。 まずはぜひ一度『∞KODOMO食堂∞』へ遊びに来ていただけたら嬉しいです。 「やってみたい」という声から新しい企画が生まれることも。「こんなことをやってみたい」という思いがあれば、ぜひ気軽に声をかけてください。 また、お弁当配布前の自由な時間で、子どもたちと一緒に勉強を見たり、遊んでくれる大学生や地域の方の参加もお待ちしています。
	団体プロフィール
	公式LINE （利用申込）
	● 団体名 　 ∞INFINITY∞ ● 設立　　   2016年11月 ● 活動人数   ∞INFINITY∞：5名（うち2名が∞KODOMO食堂∞を中心に活動）  　　　　　   ∞KODOMO食堂∞：8名（ボランティア含む） ● 活動拠点　東広島社会福祉協議会（西条町土与丸1108）  ● 主な活動　 ∞KODOMO食堂∞【要申込】公式LINEまたはまたは社協地域福祉課(082-430-8867) 　　　　　　
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